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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
中西 司

高度医療機器分野への挑戦
当社は、高度医療機器分野への挑戦を本格的に進めています。同分野は、人々の健康と生命を
支える重要な領域であり、その開発・製造には高度な技術と強い使命感が求められます。だか
らこそ、社員一人ひとりの成長が不可欠です。私たちは、挑戦する社員を全力で支え、誇りを
持って働ける環境を整え、共に未来を切り拓く企業であり続けます。技術で社会に貢献し、社
員とともに次のステージへ進む――それが当社の想いです。

高度医療機器分野への参入に向けた４つの課題
1. 品質保証体制の完全構築
2. 高度専門人材の確保
3. 製造設備・プロセスのスケールアップと自動化
4. 教育制度と評価制度の確立箸尾新工場（2025年11月竣工）

〇本社所在地：奈良県北葛城郡広陵町中

167

〇事業概要：医療機器関連品や食品容器

のOEM生産をメインとするプラスチッ

ク成型メーカー

〇常時使用する従業員：100名

（2026年7月時点）

〇現在の売上高：20億円

（ 2025年12月期）

〇法人番号：1150001012697

〇Web：https://koryo-kagaku.co.jp/

広陵化学工業株式会社（製造業）

1.  慢性創傷治癒材 半月板再生材
国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)の産学
連携プロジェクトに参加。生産環境や設備、体制が整い
量産開始が目前である。

２．細胞培養容器
産学連携体制を構築して成長型中小企業等研究開発支援
事業（Go-Tech事業）で採択。生産環境や設備、原料の
調達チャネルが確定し、間もなく量産体制が整う。

1. 生体組織の修復・再生を促進する機能性タンパク質を用
いた再生医療関連製品（慢性創傷治癒材 半月板再生
材）の事業化を実現する。

2. 細胞増殖因子を内包した機能性タンパク質を細胞培養の
足場として予めコートした細胞培養容器（iPS細胞用
ES細胞用）の事業化を実現する

3. 高度医療機器メーカーにふさわしい教育制度と評価制度
を確立して人材の高度化と組織の活性化を実現する

写真経営
者

高度医療機器分野を成長のけん引役として2035年100億円を達成する
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